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第 １章  基 本 的 な考 え方  

１ 策定の目的 

人口減少・超高齢化という日本が抱える大きな課題の解決に向けて、地域の特徴を活かし

て自律的で持続的な社会を創生することを目指す「まち・ひと・しごと創生総合戦略」を国・

県・市町村がそれぞれ策定し、「雇用・就労」「移住・定住」「結婚・子育て」に関する戦略

的な取組が各地域において進められてきました。 

令和４年 12 月、国において、「第２期まち・ひと・しごと創生総合戦略」を抜本的に改訂

した「デジタル田園都市国家構想総合戦略」が策定され、これまでの取組にデジタルの力を

加えることが示されました。 

本町においては、これまで２期にわたり、人口ビジョン、未来創生戦略を策定し、人口減

少対策をはじめ様々な施策・事業を推進して地方創生に取り組んできました。令和６年度で

第２次おおい町未来創生戦略の計画期間が終了となることから、人口ビジョンの見直しとと

もに、第３次おおい町未来創生戦略（以下、「本戦略」という。）を策定します。 

 

２ 計画の位置付け 

本戦略は、「まち・ひと・しごと創生法」第 10 条に基づく「市町村まち・ひと・しごと創

生総合戦略」であり、国の「デジタル田園都市国家構想総合戦略」を勘案して策定します。ま

た、本町における人口の現状と今後の展望を示した「おおい町人口ビジョン（令和６年度版）」

を踏まえて策定します。 

 

３ 計画の期間 

本戦略の期間は、令和７年度から令和 11 年度までの 5 か年とします。 
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地方のデジタル実装を下支え 

４ 踏まえるべき内容 

○国の「デジタル田園都市国家構想」では、田園風景の広がる地方にもデジタルの力を活用

し、「地方に都市の利便性を、都市に地方の豊かさを」を実現することで、地方と都市の差

を縮めていくことを目的としています。これまで取り組んできた地域の課題解決や魅力向

上について、デジタルの力を活用しながら、取組を継承・発展させていくことが重要とな

ります。 

○県においては、「福井県長期ビジョン」のうち、期間が令和６年度までとなっている「実行

プラン」「地域プラン」の改訂、また「第２期ふくい創生・人口減少対策戦略」の見直しが

進められていることから、その内容についても踏まえることとします。 

○令和元年度に策定した現行のおおい町人口ビジョンを改訂して人口の最新の現状と今後の

展望を分析し、戦略に反映します。 

○社会的動向を的確に捉えた戦略とし、デジタル活用（DX）の他、地球温暖化対策（GX）や

SDGs の視点も踏まえて策定します。 

○第２次おおい町未来創生戦略の取組成果の評価・検証を行って新戦略の施策検討を行うと

ともに、庁内各課がデジタル等を活用して地方創生につながる施策を主体的に提案し、戦

略に盛り込むこととします。 

○本町の最上位計画である第２次おおい町総合計画との整合を図ります。 

■「デジタル田園都市国家構想総合戦略」の概要 

 

 

 

 

 

  

１ デジタル基盤の整備 
デジタルインフラの整備、マイナンバーカードの普及促進・利活用拡大、データ連携基盤の構築、エネル

ギーインフラのデジタル化 等 

２ デジタル人材の育成・確保 
デジタル人材育成プラットフォームの構築、職業訓練のデジタル分野の重点化、高等教育機関等におけ

るデジタル人材の育成、デジタル人材の地域への還流促進、女性デジタル人材の育成・確保 等 

３ 誰一人取り残されないための取組 
デジタル推進委員の展開、デジタル共生社会の実現、経済的事情等に基づくデジタルデバイドの是正、

利用者視点でのサービスデザイン体制の確立 等 

デ
ジ
タ
ル
実
装
の
基
礎
条
件
整
備 

デジタルの力を活用した地方の社会課題解決 

１ 地方に仕事

をつくる 
２ 人の流れを

つくる 
３ 結婚・出産・

子育ての希望を

かなえる 
４ 魅力的な地

域をつくる 
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第 ２章  戦 略 の基 本 方 針  

１ 本戦略の推進方針 

○本戦略の推進にあたってては、「第２次おおい町総合計画」の方向性を踏まえ、本町の地

域資源を最大限に活用しながら人口減少に歯止めをかけ、地域経済力を高める具体的かつ

効果的な取組を積極的に推進することにより、町の魅力を高めることとします。 

○本戦略を、行政のほか、住民、地域、団体、企業などとも共有し、それぞれが主体性を持ち

連携しながら、本町の課題を解決する施策を展開していくこととし、国の支援制度等も積

極的に活用し、県や近隣市町とも連携して取り組んでいくものとします。 

 

２ 本戦略推進の視点 

○国の「第２期まち・ひと・しごと創生総合戦略」に盛り込まれている「政策５原則」（自立

性、将来性、地域性、総合性、結果重視）の趣旨を踏まえ、効果的な施策の推進を図りま

す。 

 

■国の第２期「まち・ひと・しごと創生総合戦略」の政策５原則 

１．自立性 

地方公共団体・民間事業者・個人等の自立につながるような施策に取り組む。 

２．将来性 

施策が一過性の対症療法にとどまらず、将来に向かって、構造的な問題に積極的に取り組む。 

３．地域性 

地域の強みや魅力を活かし、その地域の実態に合った施策を、自主的かつ主体的に取り組む。 

４．総合性 

施策の効果をより高めるため、多様な主体との連携や、他の地域、施策との連携を進めるなど、総合的な施

策に取り組む。その上で、限られた財源や時間の中で最大限の成果を上げるため、直接的に支援する施策に取

り組む。 

５．結果重視 

施策の結果を重視するため、明確な PDCA メカニズムの下に、客観的データに基づく現状分析や将来予測

等により短期・中期の具体的な数値目標を設定した上で施策に取り組む。その後、政策効果を客観的な指標に

より評価し、必要な改善を行う。 
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○国の「デジタル田園都市国家構想総合戦略」を踏まえ、本戦略の推進にあたり、以下の点

に留意し、効果的な施策の推進を図ります。 

 

■国のデジタル田園都市国家構想総合戦略における基本的考え方と施策の方向 

≪基本的考え方≫ 

◇「全国どこでも誰もが便利で快適に暮らせる社会」を目指す。 

◇デジタルの力を活用して地方創生を加速化・深化し、各地域の優良事例の横展開を加速化する。 

◇これまでの地方創生の取組についても、改善を加えながら推進する。 

 

≪施策の方向≫ 

■地方の社会課題解決 

①地方に仕事をつくる（中小・中堅企業 DX、地域の良質な雇用の創出等、スマート農業、観光ＤＸ等） 

②人の流れをつくる（移住の推進、関係人口の創出・拡大、地方大学・高校の魅力向上等） 

③結婚・出産・子育ての希望をかなえる（結婚・出産・子育ての支援、少子化対策の推進等） 

④魅力的な地域をつくる（地域生活圏、教育 DX、医療・介護DX、地域交通・物流・インフラ DX、防災 DX等） 

■デジタル実装の基礎条件整備 

①デジタル基盤の整備（デジタルインフラの整備、デジタルライフライン全国総合整備計画、マイナンバーカード

の普及促進・利活用拡大等） 

②デジタル人材の育成・確保（デジタル人材育成プラットフォームの構築、職業訓練のデジタル分野の重点化、

高等教育期間等におけるデジタル人材の育成等） 

③誰一人取り残されないための取組（デジタル推進委員の展開、デジタル共生社会の実現等） 

 

○SDGs の理念を踏まえた地方創生を実現するため、本戦略の方向性や事業等に対して、関

連する SDGs の取組を位置付けて取り組むことにより、持続可能なまちづくりにつながる

施策を推進していくものとします。 
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第 ３章  戦 略 の方 向 性 と目 指 すべき将 来 像  

１ 人口ビジョン（令和６年度版）のまとめ 

 

○本町の人口は平成２年にピーク（10,598 人）を迎え、減少傾向で推移している一方、65 歳

以上人口は増加傾向で推移しており、2020 年では高齢化率が 32.4％と、人口の３人に１人

が高齢者となっています。今後も高齢化率の上昇が予測されることから、高齢者への支援

の充実を図るとともに、高齢者が社会の支え手として活躍できる環境づくりが必要です。 

○０～14 歳人口は減少を続けており、国の推計では、2060 年には半減することが予測され

たいます。合計特殊出生率については、県及び全国より高い水準を維持していますが、人

口の維持に必要となる 2.07 には達していません。また、女性の労働力率が上昇傾向となっ

ていることから、若い世代の経済力の向上や雇用形態の安定を図るとともに、充実した子

育て支援を継続して展開することで、結婚や出産の後押しをしていくことが重要です。 

○本町の転入出（社会増減）の状況は、年によって変動があるものの、概ね転出超過が続い

ています。本町の特徴として、10 歳代の進学・就職に伴う転出が継続しており、特に女性

の転出超過が近隣市町とくらべても大きくなっています。その後 20 歳代で転入超過となっ

ていることから、就職・結婚・子育て・マイホーム購入といった契機に、一度転出した若者

をどれだけ町に呼び戻して定住化を図れるかが課題となります。 

○産業においては、農業・林業では就業者の６割以上が 60 歳以上となっていることから、一

層の高齢化、後継者不足に伴う耕作放棄地や放置林の増加等が考えられます。農林水産業

の活性化や DX 推進などにより、担い手を増やしていく取組が必要となります。 

 

 

これらの現状・課題を踏まえ、人口ビジョンでは、本戦略の推進をステップとして、2060 年

の人口を 6,000 人程度維持することを目指すこととしています。 

■今後の人口減少抑制施策の効果を踏まえた仮定 

自然増減 社人研準拠推計（令和５年推計）ベースの合計特殊出生率を維持する。 

社会増減 

社人研準拠推計（令和５年推計）に加えて、 

① 子育てファミリー世帯（30 代夫婦２人、10 歳未満の子ども１人の３人家族）

の転入を毎年５世帯ずつ増やす。 

② 20 代前半若者単身世帯の転入を毎年５世帯ずつ増やす。 

③ 人口流出を 2035 年までに段階的に減らす（2020 年比で３割減）。 

④ 若年女性（20～34 歳）のＵターンを将来的に２倍にする。 

課題と方向性 

人口ビジョンの目標 
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２ おおい町の現状・課題と今後の方向性 

 

 

若さ躍動 女性活躍 子育て応援 しごと創造 魅力向上 

ふるさと納税や

クラウドファン

ディングなど非

接触型の関係人

口創出があまり

行われていない 

女性の就業に繋

げるにはお金以

外の労働条件も

大事 

子どもたちが安

心・安全に遊べる

場所やサポート

が必要 

進学への支援は

あるが、地元に残

って就職した子

どもへの支援が

ない 

空き家の店舗等

への活用を提案

したらいい 

関係人口の関わ

りの段階に応じ

た施策を行って

いくことも重要 

子どもを産まな

い女性や産みた

くても産めない

女性への支援に

ついても考えて

ほしい 

 

どのような企業

があるのかＨＰ

などで発信すれ

ば移住者にとっ

て助かる 

ＤＸ化をはやく

進めてほしい 

スポーツ・教育合

宿施設が充実し

ているため、もっ

とアピールする

必要がある 

地元に戻ってき

てからの女性の

就職が難しいと

感じる 

   

 

  

第３次戦略策定評価委員会の主な意見 
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若さ躍動 女性活躍 子育て応援 しごと創造 魅力向上 

他県に進学・就職

する子どもが多

く、Ｕターン促進

のためには魅力

ある企業への就

職の提供が必要 

女性の意見や声

を聞き取る場を

積極的に設ける

べき 

子育て施策は充

実しているため、

進学した子ども

が町内に戻って

くる環境づくり

が必要 

海・山を活かした

農林水産業にも

っと力を入れる

べき 

移住対策と空き

家対策をセット

で考え、空き家の

利活用を行うべ

き 

団体や協議体で

は若いメンバー

が減っていくた

め、体制等変えて

いくことが必要 

特産品を作って

いる女性が多い

ので支援をして

ほしい 

おおい町は子育

て支援は恵まれ

ているので維持・

向上を図ってほ

しい 

農林水産業は人

材不足でもっと

募集してほしい 

空き店舗の改修

に対する補助を

希望する 

若者が気軽に参

加できるコミュ

ニティを増やし

て地域定着を図

るべき 

女性が働きやす

い環境を作るた

めに柔軟な勤務

形態を推進すべ

き 

どの自治体も子

育て支援を強化

しておりおおい

町の優位性は薄

らいでいる 

小規模農家への

支援を厚くしな

いと、後継者不足

となり、耕作放棄

が増加する 

・おおい町は十分

魅力があり、それ

を発信する方法

が大切 

・ＨＰやＳＮＳで

の情報発信を強

化すべき 

町にとって今若

者の活躍が求め

られていること

をもっとＰＲす

べき 

積極的な女性活

躍を図る事業所

にインセンティ

ブを設けると良

い 

第１子への支援

が最も重要。第２

子、第３子に対す

る支援を第１子

に対象を広げる

べき 

特色ある一次産

業の育成が必要。

水産業は加工を

含めた一気通貫

で行い稼ぐ力を

高めることが重

要 

町内イベントが

重なり集客が分

散化している。地

域内連携ができ

ていない 

アプリ活用やイ

ンセンティブの

設定等により、幅

広い世代が楽し

みながら健康づ

くりに取り組ん

でほしい 

女性向けの職種

が少なく、就職が

難しい 

晩婚化・晩産化、

核家族化による

育児の孤立など、

子育て環境は変

化しており、育児

不安や負担軽減

のため切れ目の

ない支援が必要 

企業誘致も重要

だが、町内で在宅

ワークする人を

町外から募集し、

リモートワーク

の支援を行って

はどうか 

災害への不安が

募っているので

町民が安心して

過ごせるための

対策は欠かせな

い 

子どもから高齢

者までが健康で

元気に暮らすた

めにはスポーツ

交流の場が有効 

出産や育児に対

する町民の意識

改革が必要 

町独自の教育や、

教師がより生徒

と向き合える体

制づくりが必要 

求人サイトや求

人イベントによ

りおおい町でし

かできない仕事、

おおい町に求め

られる仕事をＰ

Ｒすべき 

電気を供給して

いる地域として

電化に特化した

取組があっても

いい 

調査期間：令和６年 10 月～11 月 

対象団体：14 団体（回答率 100%） 

町内関係団体の主な意見 
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戦略１ 子育て家庭を応援！地域の宝を育む戦略！ 

○こども家族館では、イベントの開催や子育て世代への情報発信を行っており、今後も利用

者の拡大に向けて取り組み、子育て世代への移住・定住の PR や子育て支援の拠点として

も機能を充実させていくことが重要です。一方で、子どもだけで行ける遊び場や雨天時に

利用できる施設などについて、ニーズの把握も必要となります。 

〇保育料の軽減や医療費の無料化を実施しており、子どもを預けやすい環境づくりや家計へ

の支援につながっています。また、高等学校等への通学費支援や大学等への進学給付を実

施していますが、卒業後に地元に戻る人を増やすなどの効果につなげていくことが重要と

なっています。 

 

戦略２ 若者に“しごと”を創り出す！雇用創出戦略！ 

○漁業の新規就業者数や特産品開発数、道の駅うみんぴあの売上額について、KPI を達成し

ています。道の駅うみんぴあでは、定期的なイベント開催や周辺施設のオープン等による

賑わい創出により、売上増加につながったと考えられます。今後もエリア内で連携した PR

等により、リピーターの確保と近隣地域からの集客に努めることが必要です。 

〇一次産業について、漁業の新規就業については一定の成果が上がっていますが、農業・林

業についても、ICT の導入などを進めるとともに、新規就業者の増加に向けた方策の検討

が必要となっています。 

〇起業支援について、起業件数の KPI はおおむね達成となっており、起業促進支援事業とチ

ャレンジショップ整備事業による一定の成果がでているといえます。起業を応援する町と

してニーズに合った支援を実施し、移住・定住や賑わいづくりにつなげていくことが大切

です。 

 

戦略３ 「若さ」集結！みなぎる活力創生戦略！ 

〇おおい若者まちづくり塾開催事業、まちづくり政策コンテスト開催事業により、若者の活

躍の場の創出や関係人口の増加につながっています。今後は、町民を巻き込んだ取組とし

て実施するとともに、町外の若者がこれをきっかけとして、おおい町に関わりを持ち続け

てもらえるような働きかけを行っていくことが重要です。 

〇まちづくり団体支援事業では、活動団体数の KPI を達成しており、町民主体のまちづくり

が行われています。人口減少が続くと見込まれる中、事業の利用を促進し、地域活動の活

性化に向けて取り組むことが必要です。  

第２次戦略の取組状況 
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戦略４ 活力あふれる暮らしの創造！生活向上戦略！ 

〇空き家対策について、費用の助成や相談会等を行っていますが、空き家情報バンクへの登

録数は少なくなっています。今後も高齢化により空き家の増加が予測されることから、空

き家の適切な管理や利活用の促進に向け、空き家の持ち主への働きかけ等を行っていく必

要があります。 

〇移住・定住の促進について、おおいの住まい支援事業における助成件数、移住支援金によ

る転入件数の KPI は大きく達成しており、多くの住民の定住につながっています。引き続

き、事業の周知とともに町の魅力を伝え、移住・定住につなげていくことが必要です。 

〇スマートフォンアプリを活用した健康づくりや気軽にできる運動について学ぶ教室を実施

しており、今後もデジタル技術なども活用して積極的に健康づくりに取り組む町民を増や

していくことで、地域の活力を上げていくことが大切です。 

 

戦略５ おおいの魅力と情報発信強化戦略！ 

〇移住ショートムービーの配信や新たなイベントの開催などにより、観光入込数の増加や町

の認知度向上につながっていると考えられます。また、ホームページの充実を図ったこと

で、アクセス件数は増加していることから、主要な情報入手先として活用されていること

が分かります。今後は、SNSのさらなる活用により、知りたい情報に簡単にアクセスでき

る環境づくりに取り組むことが必要です。 

〇おおいサポーター登録者数は、目標値に達しておらず、おおい町に関わった人に対しサポ

ーターの登録を促していくとともに、サポーター活動の活性化を図ることが重要です。ま

た、ふるさと納税の寄附者など非訪問型の関係人口の獲得に向けて、取組の検討が必要で

す。 
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●学識・有識者と住民代表を集めて開催した第３次おおい町未来創生戦略策定評価委員会

（以下、「策定委員会」という。）では、関係人口（おおい町やおおい町民と関わりを持

つ町外の人たち）の重要性について指摘があり、関係人口の関わりの段階に応じた取組

が必要という意見がありました。本戦略では、第２次戦略までの取組によって生まれた

関係人口を次の段階にステップアップさせる取組に加え、継続して関わりを持ってもら

えるしくみづくりを進めます。 

●策定委員会や町内の主な関係団体（以下、「町内団体」という。）から、女性が働きやす

い職種が町内に少ないことや、女性にやさしい職場環境の整備の必要性が指摘されまし

た。本戦略では、おおい町で働きたい、おおい町に住み続けたい、おおい町に戻ってき

たいと女性の方に思ってもらえるまちづくりに取り組みます。 

●町内団体からは、現状においてもおおい町の子育て施策は充実しているという意見がみ

られましたが、人口減少に歯止めをかけ、子育て世代の移住・定住やUターンをより一

層促進するため、子育て支援をさらに強化していきます。本戦略では、保育料の完全無

償化など経済的支援のさらなる充実を図りながら、子育て世帯向けの情報発信や困りご

と解決のサポートを行うなど、経済的支援以外の支援も強化することにより、本町での

子育てをさらに楽しく・充実させるように取り組みます。 

●町内団体からは、おおい町の代表産業である農林水産業に力を入れるべきという意見が

あった一方で、後継者不足が継続した課題となっています。本戦略では、引き続き一次

産業新規就業者に対する支援を行い、担い手確保に取り組むとともに、デジタル技術の

活用により生産性や収益性の向上を推進します。また、進学への支援だけでなく子ども

が地元に戻って来る取組についての重要性についても指摘があり、地元就職やＵターン

就職の促進に取り組みます。 

●策定委員会と関係団体の双方から、近年増加する空き家について対策の必要性が指摘さ

れました。本戦略では、空き家の利活用拡大を図るとともに、空き家化の予防を強化し

ます。また、関係団体からは、本町の魅力をもっと発信することの重要性について意見

があり、本戦略においても様々な媒体を活用しておおい町のよさを積極的に PRしてい

きます。 

現状を踏まえた第３次戦略の方向性 
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３ 目指すべき将来像 

本町における現状・課題、方向性、そして第２次総合戦略の評価を踏まえて、本戦略の目

指すべき将来像を次のように設定します。 

 

 （検討中） 
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４ 第３次おおい町未来創生戦略の全体像 ～未来創生に向けたストーリー～ 

将来像の達成に向けては、本町にゆかりある陰陽師にあやかり、五芒星を描く５つの戦略

と、その好循環・波及効果・相乗効果により推進していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ＤＸ推進 

各施策でのデジタルの活用 

魅力向上 
移住・定住、 

環境・安全、 

情報発信 

しごと創造 
起業・就業支援、 

企業誘致 

農林水産業等支援 

若さ躍動 

多世代協働、学生交流、 

関係人口、健康、 

リーダー育成・ 

移住・定住の促進 

ＧＸ推進 

地球環境に配慮した施策展開 

横断的な取組 

転出抑制 出生数の向上 

女性活躍 
就業・働き方応援、 

雇用環境等整備、 

キャリアアップ 

子育て応援 
結婚・出産・ 

子育て応援、 

教育支援 
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５ 横断的な取組 

本戦略では、地域課題解決に向けた５つの戦略を柱としつつ、社会全体的な課題への対応

としてDX（デジタルトランスフォーメーション）、GX（グリーントランスフォーメーション）

に分野横断的に取り組むことで、将来にわたって持続可能なまちづくりを目指します。 

 

 

ＤＸの推進 

○「暮らし」「産業」「行政」の３つの観点において、デジタル技術を効果的に活用する

ことで、町民が幸せに暮らし続けられるまちづくりを進めます。 

○デジタル化の推進にあたっては、地域格差やデジタルデバイドの是正など、誰一人

取り残さないための取組を同時に進めます。 

 

 

 

ＧＸの推進 

○「おおい町地球温暖化対策実行計画」に基づき、おおい町の事務・事業に伴い発生す

る温室効果ガスを令和 11年度までに５％削減します。（令和５年度比） 

○全課において地球環境に配慮した事業活動を実施し、省エネルギー化に取り組みま

す。 

○太陽光や水素などのクリーンエネルギーの利活用を図ります。 
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第 ４章  戦 略 の展 開  

戦略１ 若さ躍動！みなぎる活力創生戦略！ 

 戦略の基本的方向 

 

本町が将来にわたり持続的に発展していくためには、若者をはじめとする新しい時代の担

い手を中心としてさまざまな変化に対応していかなければなりません。また、すべての世代

が健康で活力を持って日々を過ごし、若年世代はもちろんのこと、「若い想い」を持った人を

町内外問わず集め、本町との関係を創出・構築するとともに関係人口を増加させ、さらに交

流を深めていく必要があります。 

このため、さまざまな世代や立場の方がまちづくりに主体的に取り組むことができるしく

みづくりに努めます。 

また、学生や町出身者等と積極的な交流を図ることによりフレッシュなアイデアを町の外

からも随時取り入れて変化する時代への対応を図るとともに、本町に関わった若者や地域お

こし協力隊が継続的に町と関わりを持ちながら活躍できる環境づくりを行い、関係人口の育

成・拡大に取り組みます。 

 

 重要業績評価指標（KPI） 

 

項目 基準値（R5） 

 

目標値（R11） 

ふるさと体験事業を利用して来町したおおいサ

ポーター数 
28人 5 年間で 300 人 

 

 取組の方向・主な事業等 

 

１ 多角的な若者視点による活力創生 

まちづくりに興味がある若者による「若者まちづくり塾」や地域おこし協力隊制度より、若者が

地域で活躍できる基盤を整備し、地域の活力につなげていきます。また、まちづくりアイデアコン

テストを開催して実施学生等からアイデアを募集するなど、「若い想い」を持つ様々な主体の多角

的な視点をまちづくりに取り入れ、本町の活力創生を進めます。 

主な事業（担当課） 

・おおい若者まちづくり塾開催事業（まちづくり課） 

・まちづくりアイデアコンテスト開催事業（まちづくり課） 

・地域おこし協力隊支援事業（まちづくり課、ほか関係課）     等 

関連するＳＤＧｓ 
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２ 関係人口の創出に向けたしかけづくり 

本町に関わった人たちに継続して関わりを持ち続けてもらえるよう、関わりの段階や属性に応じ

たアプローチを行い、関係人口の育成・拡大を図ります。本町の魅力を全国に発信していただく「お

おいサポーター」の登録を促進し、町のイメージや認知度向上を図ります。ふるさと納税の推進に

よる地場産品や町内産業の PR、イベント等の周知により、町外の方が町を訪れたり、関わりを持つ

きっかけづくりを行います。。 

主な事業（担当課） 

【新】若者関係人口創出事業（まちづくり課）ＤＸ 

・おおいサポーター登録・情報発信事業（まちづくり課） 

・ふるさと納税推進事業（総務課）               等 

関連するＳＤＧｓ 

 

 

３ 本町の特性を活かした体験・交流の充実 

本町の特性を活かした一次産業体験や町民との交流を伴うふるさと体験を推進することによって

町外の方に本町の魅力を感じていただき、移住・定住・交流の促進につなげます。また、スポーツ・

教育合宿の推進とその基盤整備を進めるとともに、若者の出会いと交流を応援し、地域の活性化に

取り組みます。 

主な事業（担当課） 

・一次産業体験事業（農林水産課） 

・ふるさと体験事業（まちづくり課） 

・スポーツ・教育合宿推進事業（商工観光課、社会教育課） 

・若者出会い交流応援事業（住民窓口課）            等 

関連するＳＤＧｓ 

 

 

４ 「若さ」いきいき生活の実現 

スマートフォンアプリを活用したウォーキングや健康診断の受診促進、健康教室やスポーツイベ

ントの開催により、健康づくりが町民に定着するよう取り組みます。また、公民館等において様々

な学びの機会や若年世代との交流機会を提供するなど、高齢者などの方も活躍できる場を創出する

ことにより、本町の誰もが「若さ」を持って、いきいきと生活できるよう取り組みます。 

主な事業（担当課） 
・【拡】健康づくり事業（すこやか健康課）ＤＸ 

・生涯学習推進事業（社会教育課）               等 

関連するＳＤＧｓ 
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戦略２ 自分らしく輝けるまちへ！女性活躍戦略！ 

 戦略の基本的方向 

 

本町では、進学・就職に伴う若年女性の転出が近隣市町と比べても多くなっており、町外

へ進学した女性がそのまま町外で就職する傾向が強いことがうかがえます。これは、男性に

比べて女性が働きたい場所が少ないことが原因のひとつと考えられ、女性が働きやすい環境

づくりや活躍の場の創出が必要となっています。 

このため、結婚・出産・育児等で立場や状況が変わっても女性が働きやすく活動しやすい

環境を整え、地域において女性が輝き夢がかなえられるまちづくりを推進して、男女ともに

活力ある地域社会の実現を目指します。 

 

 重要業績評価指標（KPI） 

 

項目 基準値（R5） 

 

目標値（R11） 

「ふくい女性活躍推進企業」の町内登録企業数 2 社 15 社 

 

 取組の方向・主な事業等 

 

１ 女性が働きやすい環境づくり 

従業員の労働環境改善に取り組む事業者に対し、更衣室や授乳室など、女性が働きやすい環境を

整備するための支援を行います。 

主な事業（担当課） 【新】女性にやさしいまちづくり推進事業（商工観光課） 

関連するＳＤＧｓ 

 

 

２ 女性を応援するまちづくり 

町内の女性が手がけた特産品等をふるさと納税の返礼品に設定して PR するなど、女性の活躍を応

援します。 

主な事業（担当課） 【新】おおいに輝く女性 PR事業（総務課等） 

関連するＳＤＧｓ 
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戦略３ 子育て家庭を応援！地域の宝を育む戦略！ 

 戦略の基本的方向 

 

子どもはまちの未来を担う地域の宝です。これまで本町が取り組んできた子育て環境の充

実をさらに推し進めることにより、子どもとその家族、そしてそれを支える地域がともに育

ち、輝けるようなまちづくりを目指します。 

子育て家庭の負担を軽減するための支援を継続・拡充しながら、家庭や地域での子育てサ

ポート体制を強化することにより、経済面と生活面の両面で安心して楽しく子育てができる

環境づくりを進めます。 

引き続き、町内外に向けて「子育て応援日本一の町」として本町の手厚い支援や良好な子

育て環境を広くPRし、子育て世代の移住・定住やＵターンの促進につなげていきます。 

 

 重要業績評価指標（KPI） 

 

項目 基準値（R5） 

 

目標値（R11） 

出生数 43 人 ５年間で 300 人 

 

 取組の方向・主な事業等 

  

１ みんなで子育てを支え合い・応援する環境づくり 

こども家庭センターを拠点に、妊産期から子育て期を通じた切れ目のない支援を行うとともに、

交流の場や子どもの居場所づくりなどを進め、地域全体で子どもを育み、地域も育まれるまちを目

指します。 

また、おおい町での子育てが前向きで豊かなものとなるよう、SNS 等を活用して子育て世代を対象

にした情報発信の充実を図るとともに、子育てに伴う日常の困りごとについて経済的な側面以外か

らの支援を強化します。 

主な事業（担当課） 

・妊産婦支援事業（すこやか健康課） 

・子育て世代に優しい町 PR 事業（住民窓口課） 

【新】子育て情報発信強化事業 ＤＸ 

【新】子育て困りごと解消事業                   等 

関連するＳＤＧｓ 
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２ 経済的な支援のさらなる充実 

第１子にかかる保育料を無償化し、保育料の完全無償化を実施します。また、高校生世代までの

子どもや妊産婦の方の医療費を助成するなど、子育て世帯の家計を手助けする支援を幅広く行うほ

か、不妊等に悩んでいる夫婦に対して不妊治療費の支援を行います。 

高等学校等への通学や大学進学にかかる費用の一部を支援し、幅広い期間を通じて切れ目のない

子育てをサポートします。 

主な事業（担当課） 

【拡】保育料負担軽減事業（住民窓口課） 

・医療費等負担軽減事業（住民窓口課、すこやか健康課） 

・通学・進学サポート事業（学校教育課） 

                                 等 

関連するＳＤＧｓ 
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戦略４ 若者に“しごと”を創り出す！雇用創出戦略！ 

 戦略の基本的方向 

 

本町の恵まれた地域資源を活用しながら、若者や移住者にも選ばれる“しごと”の創出や産

業振興を推進することにより、担い手の確保と町の活力のさらなる向上を図ります。 

引き続き農林水産業就業者に対する手厚い支援を行いつつ、デジタル技術等を活用した一

次産業の生産性や収益性の向上や、都市部に売り込むことができる付加価値の高い農林水産

物・加工販売物づくりを推進します。、 

また、おおい町で新規創業や新事業展開にチャレンジしたい人を対象として、起業のスタ

ート段階から事業継続に至るまでの総合的な支援を行うことによって起業・創業等の活発化

を図り、「やってみたい」人の気持ちに応えるまちを目指します。 

地元企業との出会いと交流の場を創出して子どもたちの地元就職やUターン就職を促進し、

既存産業の人材確保と活性化に取り組みます。 

 

 重要業績評価指標（KPI） 

 

項目 基準値（R5） 

 

目標値（R11） 

事業展開による雇用の確保件数 
累計 43 件 

（H28～R5） 

累計 80 件 

（R7～R11） 

 

 取組の方向・主な事業等 

 

１ 本町ならではの農林水産業の支援と活性化 

農林水産業における経営基盤の整備及び強化を後押しするとともに、ICT や AI 等の先端技術の導

入・普及を推進し、持続可能な経営支援を行います。新規就業者や移住者等が一次産業へ円滑に就

業し、自立した経営を行えるよう、研修支援や住宅確保等に係る生活支援を行い、担い手の確保に

努めます。 

また、本町ならではの地元産品を活用した付加価値の高い商品開発を推進するとともに、販売ル

ートの拡大支援などにも取り組みます。 

主な事業（担当課） 

【新】スマート農林水産業推進事業（農林水産課）ＤＸ 

・一次産業スタート支援事業（農林水産課） 

【拡】「お～い★さかな君」発掘・育成事業（農林水産課） 

・特産品開発・販売促進支援事業（商工観光課）           等 

関連するＳＤＧｓ 
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２ ワンストップ起業支援とブランド力の向上 

おおい町での起業に意欲的な町内外の人を対象として起業に係る総合的な支援を行うとともに、

低廉な家賃でお試し出店できるチャレンジショップを用意して将来の開業をサポートします。また、

道の駅うみんぴあ大飯における賑わい創出やブランド力の向上に向けたイベントを周辺エリアと連

携して開催し、本町の魅力創出・認知度向上に取り組みます。 

主な事業（担当課） 

・起業促進支援事業（商工観光課） 

・チャレンジショップ運営事業（しごと創生室） 

・道の駅うみんぴあ大飯賑わい創出・ブランド力推進事業（商工観光課）  等 

関連するＳＤＧｓ 

 

 

３ 雇用の創出と地元就職の促進 

本町の特性や強みを活かし、若者にとって魅力ある企業を産業団地に誘致して“しごと”を創出

し、移住・定住、Ｕターンを促進します。 

また、地元に残った子どもや県内外に進学した子どもが卒業後に地元で就職しやすいよう、地元

企業との交流会を開催するなど、地元での就職を後押しします。 

主な事業（担当課） 
・産業団地誘致事業（しごと創生室） 

【新】地元就職応援事業（しごと創生室）              等 

関連するＳＤＧｓ 
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戦略５ おおいの魅力を掘り起こす！魅力向上戦略！ 

 戦略の基本的方向 

 

人口ビジョンにおける目標人口を達成するためには、地域にあるさまざまな魅力をPRし、

全国の人におおい町のよさを知ってもらい、実際に訪れてもらうことにより、移住者や定住

者を増やしていく必要があります。 

このため、SNS 等をはじめとする情報媒体を効果的に使って町の魅力を積極的に発信し、

多くの人が本町に興味を持ってもらえるように取り組みます。また、既にある魅力にとどま

らず、新しい魅力の発掘・創造にも取り組んでいきます。 

本町に興味を持ってくれた人に対しては、住宅支援や就職支援を行うことにより、移住し

やすい環境を整えます。また、近年増加する空き家を移住促進に活用します。 

今住んでいる人も含めて多くの人におおい町に定住してもらうためにデジタル技術等を活

用して生活しやすい環境を整えるほか、地域の活性化等につながる独自の活動を行っている

団体や集落を支援することにより、まちの持続的な発展を目指します。 

、 

 

 重要業績評価指標（KPI） 

 

項目 基準値（R5） 

 

目標値（R11） 

町の支援を受けて移住した転入者数 10 人 ５年間で 100 人 

 

 取組の方向・主な事業等 

 

１ おおいの魅力を発掘・創造・発信 

おおい町の魅力を掘り起こし、新しく創り出して、テレビやインターネット、観光ポスターやパ

ンフレットなどのさまざまな情報媒体を使いながら、機会とターゲットを捉えて戦略的にプロモー

ションを行うことにより、全国の大勢の人におおい町に興味を持ってもらい、来訪したりファンに

なってもらえるきっかけづくりに取り組みます。 

主な事業（担当課） 
・おおい町戦略的 PR事業（まちづくり課） 

・観光情報 PR事業（商工観光課）               等 

関連するＳＤＧｓ 
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２ 移住・定住の促進に向けた住まい支援 

住宅取得等に係る費用の支援や本町に移住・就職する方に対する支援を行い、移住・定住の促進

を図ります。 

近年増加している空き家を有効に利活用するため、移住・定住希望者をはじめ、住まいを求めて

いる人に空き家情報を的確に提供できるよう、空き家情報バンクの登録促進と内容充実に取り組み

ます。また、個人や企業に対して空き家の取得・改修に係る費用を支援するほか、空き家の診断・解

体に係る費用を支援することにより空き家の流通促進や空き家化の予防を図ります。 

主な事業（担当課） 

・住宅取得等支援事業（建設課） 

・移住就職等支援事業（まちづくり課） 

【拡】おおいの空き家は良い空き家！どんどん使って！事業（建設課） 

                              等 

関連するＳＤＧｓ 

 

 

３ 先端技術を活かした地域づくり 

公共施設の予約などの行政手続きをインターネットでできるシステムを整備し、町民の利便性向

上を図ります。また、高齢者をはじめ、誰もがデジタル技術を使って便利に生活できるよう、スマー

トフォンの使い方に関する相談窓口や出前講座を実施します。 

生活や防災などに関する行政情報をいつ・どこでも受け取れるシステムを整備し、安心・安全・便

利な地域社会を実現します。 

主な事業（担当課） 
【新】地域デジタル化促進事業（社会教育課）ＤＸ 

【新】デジタル情報発信強化事業（まちづくり課）ＤＸ     等 

関連するＳＤＧｓ 

 

 

４ 特色ある地域づくり 

地域の活性化や地域課題の解決に向けて活動する団体や集落の取組に対して補助や助成を行い、

持続的で特色ある地域づくりを促進します。 

主な事業（担当課） ・まちづくり団体・集落ぐるみチャレンジ応援事業（まちづくり課） 等 

関連するＳＤＧｓ 
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第 ５章  戦 略 の推 進 にあたって  

１ 戦略の進捗管理 

○本戦略は、住民、地域、団体、企業、行政など町全体で共有し、協働して推進する計画であるた

め、計画策定（Plan）、推進（Do）、点検・評価（Check）、改善（Action）の各過程においても、

町全体が関わる体制を構築し、高い実効性を確保することが必要となります。 

 

○また、本戦略の推進にあたっては、政策分野ごとの基本目標と施策の方向等を示しながら、実

行計画（アクションプラン）においても、取組の効果を客観的に検証できる指標（重要業績評

価指標（KPI））を設定し、PDCA サイクルにより実効性を高めます。各数値目標、指標につい

ては、実施した事業の量を測定するものではなく、その結果によって得られた成果を測定する

成果指標を原則とし、目標を明確化することで、町全体での目標の共有化と成果を重視した取

組の展開を図ります。 

 

２ 各主体の役割分担 

本戦略を推進するにあたって、各主体の特性を踏まえ、担うべき役割を示します。 

 

【住民】 

自らが居住し、生活するまちをより良いものにするため、サービスの受け手としてだけでなく、

担い手として地域活動や公益的活動に積極的に参加します。 

【地域・団体】 

自治会をはじめとする地域団体や活動団体は、新たな公共の担い手として、少子高齢化やコミ

ュニティ意識の希薄化等の課題に対応した取組を推進します。 

【企業】 

地域産業・経済の活性化に貢献するとともに、雇用の創出を図り、より暮らしやすい地域社会

の実現に寄与します。 

【行政】 

本戦略の目標達成に向け、各主体のネットワークづくりと協働の推進を図るとともに、地方創

生に関わる情報の共有に努めます。また、本町の資源を最大限に活かして独自性に富んだ施策を

展開し、その効果的な進捗管理を展開しながら、目標の達成を目指します。 

 

３ 国や県、近隣自治体との連携 

国や県の地域連携施策を活用しつつ、近隣自治体をはじめとする地域間の広域連携を積極的に

進めます。  
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４ 策定委員会の意見 

本戦略の推進にあたって、策定委員会から下記の意見をいただきました。これらの意見につい

ても参考にしながら各事業に取り組んでいきます。 

 

【若さ躍動】 

○関係人口について、関係人口との交流を活性化させていくためには、実際におおい町に来ても

らって交流する機会（関わりしろ）があるとよい。イベントの手伝いや草刈り、空き家DIYな

どは興味のある人がいるので、発信していくことが必要。 

○若い人との交流は、高齢者の長生きにもつながる。 

○高齢者が活躍している姿を見ると地域のモチベーションが高まるため、そういった機会が増え

るとよい。 

○若い人だけでなく、高齢者の意見や暮らし方についても考えていかないといけない。 

【女性活躍】 

○仕事をしている子育て世帯が、子どもの面倒を見る時間が増えるサービスがあるとよい。例え

ば行政がプラットフォームとなった家事代行派遣サービスなどがあると安心して利用できるし、

働きたい年配女性の活躍にもつながる。 

【子育て応援】 

○子ども連れで外出するときに不便を感じることがあるため、ソフト面での子育て施策の充実に

加え、そういった不便を取り除くハード面の取り組みもあるとよい。 

○子どもを預かってもらえるなど、子育て期に保護者が少しでも自由な時間が持てるサービスが

あるとよい。 

○名田庄地区にも病児保育施設があるとよい。 

○通学・進学サポートについては、昔と比べてバスで通学する子どもが増えているが、バスが非

常に混雑している。子どもの通学アクセス向上についても対応してほしい。 

 

【しごと創造】 

○地元就職の促進については、若者が町外に出てからでは遅い場合があり、中学生・高校生のう

ちに地元企業との交流機会があると町への愛着が形成され定住やUターンの決め手になる。 

○企業誘致や地元企業との交流会については、女性の流出が大きいという課題を踏まえ、どうい

った企業の誘致や交流がよいのかを具体的に検討するとよい。 

○保護者が地元企業のことを知らないことが多いため、地元企業との交流会を保護者にも案内す

るなど、保護者への情報発信も地元就職の促進には有効。 

○中高生などに調査を行い、若者や女性がどういった企業で働きたいか、どういう風に働きたい

かなどのニーズを汲み取ることも大切。 

○電力会社などの関係企業が今後も町と関わりを持ち続けてもらうための取組も必要。 
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【魅力向上】 

○ＤＸについては、区長のなり手がいないため、働き世代でも区長ができるよう、会計事務や役

場への書類提出など、区役員の負担を軽減するシステムがあるとよい。 

○一人暮らしの高齢者が増えているので自治会として災害時などにどういった支援をすればよい

か考える必要があるし、電球交換など高齢者ができないことを助け合う、町のお助け機関のよ

うなものがあるとよい。 


